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平
成
21
年
９
月
定
例
会
・
本
会
議

米
国
発
の
金
融
危
機
の
影

響
を
受
け
、
長
く
景
気
低
迷

の
状
態
に
あ
っ
た
日
本
経
済

も
、
９
月
の
月
例
経
済
報
告

で
は
、「
厳
し
い
状
況
に
あ
る
も

の
の
、
こ
の
と
こ
ろ
持
ち
直

し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
」
と

あ
る
よ
う
に
回
復
の
兆
し
が

見
え
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
中
小
企

業
や
地
方
経
済
に
は
今
も
っ

て
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
こ

な
い
状
況
に
あ
り
、
監
査
委

員
か
ら
の
報
告
に
も
あ
る
よ

建
設
事
業
と
し
て
、
危
険
校

舎
と
判
定
さ
れ
た
旧
体
育
館

を
取
り
壊
し
、
今
ま
で
よ
り

も
大
き
な
体
育
館
を
整
備
で

き
た
こ
と
は
、
子
ど
も
の
教

育
環
境
の
充
実
、
ま
た
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
大
き

く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。さ

ら
に
は
、
健
全
化
判
断

比
率
等
の
財
政
運
営
の
健
全

化
を
示
す
指
標
も
、
困
難
な

社
会
情
況
に
あ
り
な
が
ら
、

安
定
し
た
数
値
を
維
持
し
て

う
に
、
当
町
に
お
い
て
も
、
町

内
主
要
法
人
の
業
績
の
悪
化

等
に
伴
う
町
民
税
の
減
収
等

に
よ
り
、
町
の
財
政
状
況
は
、

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
町
民
の

だ
れ
も
が
安
心
・
安
全
に
暮

ら
し
や
す
い
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
様
々
な
施
策
を
展

開
し
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
い
る
と
評
価
し

ま
す
。
特
に
、
小
学
校
体
育
館

安富英彦 監査委員

監査委員報告 一般会計賛成討論

石原  滋 議員

お
り
、
適
正･

的
確
な
財
政
運

営
の
結
果
と
思
慮
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
気
を
緩
め
る

こ
と
な
く
、
町
民
の
福
祉
の

向
上
の
た
め
、
常
に
無
駄
を

省
き
、
行
財
政
改
革
に
励
み
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
職
員

一
丸
と
な
っ
て
、
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

決
算
審
査
の
結
果
、
予
算

の
執
行
状
況
並
び
に
事
務
処

理
に
つ
い
て
、
適
正
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
後

も
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行

財
政
運
営
を
進
め
、
町
民
福

祉
の
増
進
の
た
め
、
各
種
施

策
の
推
進
に
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

主
な
監
査
意
見

①
財
政
状
況

実
質
収
支
比
率
は
、
３
・

30
％
で
対
前
年
度
比
０
・
49

ポ
イ
ン
ト
下
降
し
、
適
正
値

と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
力
指
数
は
０
・
38
、

自
主
財
源
総
額
は
、
７
億
９

町
債
（
借
金
）
残
高
は
、
一

般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
て
35
億
８
千
３
７
８
万
５

千
円
で
前
年
度
と
比
べ
３
千

２
７
８
万
６
千
円
増
加
し
、
財

政
上
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

③
町
税

町
税
収
入
未
済
額
は
４
千

１
０
０
万
５
千
円
と
依
然
と

し
て
多
額
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
滞
納
整
理
機
構

を
利
用
す
る
と
同
時
に
積
極

的
な
納
税
指
導
と
計
画
的
な

督
促
を
実
施
す
る
と
と
も
に

口
座
振
替
の
推
進
に
努
め
、

収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努
力

千
４
９
５
万
３
千
円
、
自
主

財
源
比
率
は
36
・
７
％
の
状

況
で
す
。
経
常
収
支
比
率
は
、

83
・
４
％
で
対
前
年
度
比

１
・
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、

財
政
構
造
の
弾
力
性
に
お
い

て
注
意
が
必
要
と
さ
れ
る
状

況
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
適

正
か
つ
効
率
的
な
予
算
執
行

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

実
質
公
債
費
比
率
は
、

８
・
２
％
で
対
前
年
度
比

０
・
１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て

い
る
の
で
健
全
財
政
維
持
の

た
め
、
10
％
を
超
え
な
い
よ

う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

②
町
債(

借
金) 

残
高

し
て
く
だ
さ
い
。
滞
納
繰
越

分
の
徴
収
は
、
１
千
35
万
１

千
円
で
徴
収
努
力
が
伺
え
ま

す
。
不
納
欠
損
処
理
に
つ
い

て
は
、
不
納
欠
損
処
分
に
至

る
ま
で
に
徹
底
し
た
調
査
・

管
理
を
行
い
、
処
分
に
当
た

っ
て
は
今
後
も
厳
正
に
対
処

し
て
く
だ
さ
い
。

④
性
質
別
歳
出
の
状
況

投
資
的
経
費
は
、
小
学
校

体
育
館
建
設
事
業
に
よ
り
３

２
８
・
５
％
の
大
幅
増
。
ま
た

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が

14
・
１
％
増
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
抑
制
す
る
よ
う
要
望

し
ま
す
。
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町民一人あたり
このように

使われました
平成20年度

一般会計決算

物 件 費
7万9,045円

一般事務経費、
臨時職員賃金、
業務委託料等

そ の 他
4万9,909円

繰出金、維持補修費、
積立金、出資金等

人 件 費
7万8,068円

公 債 費
3万7,711円

建物の建設、
道水路整備、
大型備品の購入

毎年度、償還す
べき町債�(借金)
の元金、利子

投資的経費 扶 助 費

2万5,050円

施設措置費、
各種福祉手当、
医療費手当等

補助費等
5万4,563円

他市町村との広
域業務負担、各
種団体への補助
等

総額 43万8,995円
（21億1千2百万円）

基　金（貯金）残高 30万3千103円
（14億5千9百万円）

（35億9千3百万円）

地方債（借金）残高 74万6千684円

小学校体育館建設事業費確定額 4億1千3百万円 の内訳

国庫補助金

　本　　体

国庫補助金 1億 6百万

2億 9千 6百万 電気設備
5 千 1百万

機械設備 外構工事 設計管理
設計
管理

1千9百万 2千7百万 2 千万

地方債
（借金） 1 億 4千 5百万 公共施設整備基金 1 億 8百万 一般財源

5千4百万1 億 6百万

　本　　体 2億 9千 6百万 電気設備
5 千 1百万

機械設備 外構工事
1千9百万 2千7百万 2千万

地方債
（借金） 1 億 4千 5百万 公共施設整備基金 1億 8百万 一般財源

5千4百万
収
入

支
出

※地方債のうち、およそ 113,400 千円は後年度において地方交付税を算定する基準財政需要額に算入されます。

単位：円

11万4,649円

主に常勤職員給
与、町長、議員
及び各種委員等
の報酬

（3億7千6百万円）（2億4千万円）（3億8千万円）

（1億8千1百万円）

（5億5千2百万円） （1億2千万円）

（2億6千3百万円）

●（　）内は平成20年度決算額です。

※左記の額は一般会計及び特別会計の総合計です。

※地方債（借金）残高には、交付税算入基礎額として後年

度に国が負担してくれる額が含まれているため、全てが

借金とはなりません。(詳しくは、町ホームページ健全化

判断比率及び資金不足比率の公表をご覧ください。)

教育環境の充実教育環境の充実教育環境の充実



傷みの目立つゴミステーション

９月定例会は平成21年

９月11日に招集され、同

日に本会議、この後会期

中に連合審査会、委員会

所管事務調査、本会議が

開催され、15日間の会期

をもって、25日に閉会し

ました。町執行部より条

例３件、補正予算６件、

決算８件が提案され、全

ての議案が原案のとおり

全員賛成により可決・認

定されました。
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平
成
21
年
９
月
定
例
会
・
連
合
審
査
会

徴
税
対
策

問

不
納
欠
損
処
理
は
、
か

な
り
の
成
果
が
あ
っ
た
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の

取
り
組
み
の
経
過
と
今
後
の

対
応
等
は
。

税
務
住
民
課
長

滞
納
整
理

機
構
の
技
術
力
を
研
修
す
る

中
で
、
す
べ
き
こ
と
は
全
て

お
こ
な
っ
た
後
に
不
納
欠
損

処
理
を
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
収
納

率
は
翌
年
度
に
反
映
さ
れ
る

た
め
、
翌
年
度
以
降
に
収
納

率
が
向
上
す
る
と
思
い
ま
す
。

現
年
課
税
分
に
も
力
を
入

れ
、
新
た
な
滞
納
者
を
出
さ

な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

意
見

不
納
欠
損
に
至
る
ま

で
の
時
間
を
有
効
に
使
い
、

税
の
公
平
性
の
た
め
、
対
処

し
て
く
だ
さ
い
。

問

差
し
押
さ
え
の
実
績
は
。

税
務
住
民
課
長

不
動
産
が

５
件
、預
貯
金
が
10
件
、生
命

保
険
が
８
件
、車
が
５
件
、合

計
28
件
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

問

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員

会
の
結
果
と
こ
れ
か
ら
の
活

動
の
方
向
性
は
。

町
長

委
員
は
10
名
で
、
昨

年
は
会
議
を
５
回
開
催
し
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
い
た
だ

き
、
必
要
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
平
成
21
年
度
の
予
算
へ

反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。
私
の

諮
問
に
対
し
、
答
申
を
い
た

だ
く
の
が
主
な
内
容
で
、
今

年
度
も
、
決
算
の
状
況
等
を

報
告
す
る
中
で
、
次
年
度
に

向
け
た
新
た
な
提
言
等
を
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。医

療
費
助
成
事
業

問

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

助
成
事
業
で
、
世
帯
が
減
少

し
た
の
に
、
診
療
件
数
が
増

え
て
い
る
の
は
。

福
祉
保
健
課
長

平
成
20
年

４
月
よ
り
、ひ
と
り
親
家
庭
、

重
度
心
身
障
害
者
、
乳
幼
児

医
療
の
窓
口
無
料
化
が
実
施

平
成
20
年
度
一
般
会
計
決
算

税の公平性の確保
差し押さえ総件数28件

さ
れ
た
影
響
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。次

世
代
育
成

問

次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
に
つ
い
て
、
昨
年
度
出

生
数
が
30
人
ほ
ど
と
い
う
こ

と
も
踏
ま
え
、
愛
育
会
等
地

域
組
織
の
活
用
も
含
め
て
、

ど
う
す
す
め
て
い
き
ま
す
か
。

福
祉
保
健
課
長

次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
事
前
調
査

を
昨
年
度
に
実
施
し
、
平
成

21
年
度
に
同
策
定
委
員
会
を

設
置
し
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
は
一
学
年
20

名
に
推
移
す
る
と
予
想
さ
れ
、

大
変
危
う
い
状
況
で
す
。
子

育
て
支
援
の
た
め
の
中
核
団

体
と
な
り
ま
す
愛
育
会
に
は
、

平
成
22
年
度
以
降
も
い
ろ
い

ろ
な
活
動
の
場
面
で
の
協
力

を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

施
設
管
理

問

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
施
設
管
理
費
の
光
熱

水
費
決
算
が
、
当
初
予
算
よ

り
13
・
５
％
の
超
過
し
て
い

る
の
は
。

福
祉
保
健
課
長

一
つ
は
灯

油
の
高
騰
が
あ
っ
た
た
め
、

も
う
一
つ
は
、
共
同
利
用
し

て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
10
％
ほ

ど
伸
び
て
い
る
た
め
で
す
。

環
境
対
策

意
見

地
区
に
設
置
し
て
あ

る
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
傷

み
が
目
立
ち
ま
す
の
で
、
町

で
一
斉
点
検
を
し
て
、
改
修

等
を
行
え
ま
せ
ん
か
。

産
業
振
興
課
長

ゴ
ミ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
は
各
地
区
で
使
用

者
ご
と
に
管
理
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
要
望
と
い

う
こ
と
で
一
斉
点
検
を
し
、

9月定例会9月定例会9月定例会9月定例会
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年
９
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合
審
査
会

稲刈り体験に訪れる都市住民

そ
の
後
の
改
修
等
に
つ
い
て

は
、
各
区
長
と
も
相
談
し
な

が
ら
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
活
性
化

問

都
市
住
民
と
の
交
流
事

業
の
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長

地
域
の
農

業
関
係
者
の
力
を
お
借
り
し

て
、
都
市
住
民
と
の
交
流
を

目
的
と
し
た
田
植
え
や
稲
刈

り
等
の
農
業
体
験
を
行
っ
て

い
ま
す
。

意
見

都
市
住
民
と
の
交
流

事
業
は
、
地
域
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
た
め
に
、
大
変

重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
行
政
と
し
て
も
積
極

的
に
地
域
の
民
間
活
力
を
応

援
し
て
都
市
住
民
と
の
交
流

を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

世
界
文
化
遺
産

問

富
士
山
世
界
文
化
遺
産

登
録
ま
で
の
道
の
り
は
か
な

り
厳
し
い
よ
う
で
す
が
、
今

後
の
見
通
し
は
。

町
長

世
界
文
化
遺
産
登
録

は
、県
の
学
術
委
員
会
、文
化

庁
、イ
コ
モ
ス
と
、ス
テ
ッ
プ

の
多
い
経
過
の
あ
る
課
題
で

す
が
、町
と
し
て
は
、で
き
る

だ
け
努
力
を
し
て
登
録
さ
れ

る
よ
う
県
に
お
願
い
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。し
か
し
、新

聞
情
報
で
は
、三
ツ
峠
は
、管

理
或
い
は
維
持
上
、
一
つ
の

課
題
が
あ
る
と
さ
れ
、
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
状
況

が
二
転
三
転
し
て
い
る
経
過

も
あ
り
見
通
し
は
不
透
明
で

す
が
、
今
日
現
在
で
は
構
成

資
産
へ
、
是
非
取
り
込
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
し

て
い
る
状
況
で
す
。

都
市
公
園
用
地

問

都
市
公
園
の
土
地
借
上

げ
契
約
へ
の
対
応
は
。

建
設
水
道
課
長

監
査
委
員

か
ら
も
借
上
用
地
の
返
却
に

つ
い
て
指
摘
を
う
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
来
年
契
約

の
切
れ
る
さ
く
ら
公
園
並
び

に
郷
土
公
園
に
つ
い
て
は
、

今
年
用
地
の
契
約
交
渉
に
行

く
予
定
で
す
。

防
災
対
策

問

地
震
速
報
は
活
用
で
き

ま
す
か
。

総
務
課
長

国
か
ら
緊
急
地

震
等
の
速
報
が
出
た
場
合
に
、

国
が
発
し
た
時
点
で
自
動
的

に
防
災
無
線
で
放
送
さ
れ
る

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
い
う
シ
ス
テ

ム
で
す
が
、
今
年
度
中
に
は

国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
シ

ス
テ
ム
導
入
を
す
る
予
定
で

す
。教

育
図
書

問

小
中
学
校
の
購
入
図
書

の
選
定
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
ま
す
か
。

教
育
次
長

昨
年
の
小
学
校

図
書
５
５
９
冊
、
中
学
校
図

書
９
５
０
冊
つ
い
て
は
、
学

校
の
図
書
司
書
と
先
生
方
で

選
定
し
て
購
入
し
て
い
ま
す
。

地
　
方
　
債

問

地
方
債
の
昨
年
度
末
の

現
在
高
で
す
が
、
臨
時
財
政

会  　  計  　  名

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

老 人 保 健 法 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

介護予防支援事業特別会計

簡 易 水 道 特 別 会 計

下 水 道 特 別 会 計

21億6千604万6千円

4億0千830万3千円

4千235万6千円

6千072万7千円

2億2千108万3千円

63万8千円

6千801万2千円

2億0千470万1千円

21億1千244万5千円

4億0千188万6千円

3千499万6千円

6千061万6千円

2億1千494万5千円

63万4千円

6千144万4千円

1億9千976万9千円

4千581万9千円

641万7千円

736万0千円

11万1千円

613万8千円

4千円

415万0千円

411万8千円

778万2千円

0
0
0
0
0

241万8千円

81万4千円

歳　入　総　額 歳　出　総　額
平成21年度へ
繰り越す財源

実 質 収 支 額
（実際残る金額）

平成20年度の８会計決算額 全 員 賛 成

対
策
債
の
よ
う
に
後
年
度
に

元
利
償
還
金
を
交
付
税
算
定

の
基
礎
額
に
含
め
る
こ
と
の

で
き
る
地
方
債
は
、
資
料
と

し
て
お
示
し
い
た
だ
け
ま
す

か
。

総
務
課
長

可
能
で
す
。

意
見
　
昨
年
度
末
の
現
在
高

で
、
35
億
９
千
３
０
４
万
４

千
円
と
、
基
金
の
状
況
と
比

べ
て
大
き
く
乖
離
し
て
い
て
、

財
政
状
況
を
危
惧
し
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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平
成
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年
９
月
定
例
会
・
連
合
審
査
会

介護施設入所２年待ち
健康保持施策の充実を

地域ボランティアによるいきいき交流会

介
護
保
険

問

介
護
施
設
へ
の
入
所
待

ち
の
人
数
は
。

福
祉
保
健
課
長

今
現
在
で

20
人
ほ
ど
で
す
。

問

希
望
し
て
か
ら
、
ど
の

程
度
で
入
所
で
き
ま
す
か
。

福
祉
保
健
課
長

確
実
な
こ

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
早
く
て

２
年
ほ
ど
、
介
護
老
人
保
健

施
設
で
半
年
は
待
た
な
い
と

入
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

意
見

こ
の
現
状
を
周
知
し
、

健
康
で
い
る
こ
と
の
重
要
性

を
啓
発
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
健
康
で
い
ら
れ
る
た
め

の
施
策
展
開
を
す
す
め
て
く

だ
さ
い
。

福
祉
保
健
課
長

要
介
護
状

態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て

い
く
こ
と
は
非
常
に
大
事
な

こ
と
で
す
の
で
、
元
気
な
方

に
は
、
体
力
測
定
や
健
康
体

操
、
少
し
具
合
の
悪
い
方
に

は
、
一
緒
に
自
宅
で
生
活
す

る
よ
う
に
ヘ
ル
パ
ー
が
支
援

す
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
し
て
い
ま
す
。ま
た
、孤
独

に
な
り
が
ち
な
高
齢
者
の
方

を
集
め
て
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
に
支
援
し
て
い
た

だ
き
各
公
民
館
で
交
流
会
を

行
い
、
で
き
る
だ
け
在
宅
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

下
　
水
　
道

問

桂
川
流
域
下
水
道
負
担

金
は
下
水
道
料
金
で
賄
え
て

い
ま
す
か
。

建
設
水
道
課
長

下
水
道
使

用
料
が
１
千
３
５
８
万
円

で
、
維
持
管
理
負
担
金
と
し

て
流
域
下
水
道
に
２
千
３
６

６
万
円
支
出
し
て
い
ま
す
の

で
、
約
１
千
万
円
ほ
ど
町
で

負
担
し
て
い
ま
す
。

意
見

長
い
計
画
で
す
の
で
、

融
資
等
の
工
夫
を
し
て
、
下

水
道
接
続
率
を
上
げ
て
、
使

用
料
で
賄
え
る
よ
う
努
力
し

て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

問

資
格
証
明
書
や
短
期
保

険
証
の
発
行
事
例
は
。

税
務
住
民
課
長

資
格
証
明

書
は
、
実
質
的
に
は
窓
口
で

全
額
医
療
費
を
負
担
し
、
後

で
給
付
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、

交
付
事
例
は
過
去
あ
り
ま
せ

ん
。短
期
保
険
証
は
、滞
納
者

に
分
納
誓
約
を
さ
せ
て
、
保

険
税
の
納
付
額
に
あ
わ
せ
て
、

短
期
保
険
証
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

意
見

人
道
的
に
難
し
い
と

は
思
い
ま
す
が
、
公
平
性
を

考
え
ま
す
と
、
見
過
ご
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
滞

納
が
な
く
な
る
よ
う
に
努
力

し
て
く
だ
さ
い
。

問

メ
タ
ボ
健
診
の
こ
と
で

す
が
、昨
年
は
27
％
で
、今
年

は
38
％
を
目
指
し
て
い
く
よ

う
で
す
が
、
具
体
的
に
ど
う

啓
発
し
て
い
く
の
か
。

福
祉
保
健
課
長

昨
年
度
は

目
標
数
値
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
平
成
21

年
度
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ま

ま
で
す
と
28
％
程
度
で
、
目

標
数
値
に
届
か
な
い
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。今
後
、64
歳

以
下
で
２
回
、
65
歳
以
上
で

１
回
検
診
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
愛
育
会
の
役
員
さ

ん
に
お
願
い
し
、
高
齢
者
だ

け
で
な
く
若
い
方
へ
の
個
別

勧
奨
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

意
見

検
診
受
診
率
の
向
上

に
よ
り
、
病
気
の
予
防
も
図

ら
れ
、
国
保
会
計
の
改
善
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

愛
育
会
等
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
目
標
値
38
％
に
向
か

っ
て
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療

問

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収

の
割
合
は
。

税
務
住
民
課
長

加
入
者
が

年
度
末
で
５
４
０
名
い
ま
す

が
、
普
通
徴
収
の
方
は
約
80

名
で
す
。

意
見

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
廃
止
と
い
う
話
も
出
て

い
ま
す
の
で
、
広
域
連
合
と

連
絡
を
密
に
し
て
、
事
務
に

遺
漏
の
無
い
よ
う
す
す
め
て

く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
度
特
別
会
計
決
算
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９
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わ
ず
か
４
日
間
で
完
売
し
、

町
の
商
業
振
興
の
活
性
化
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

都
市
部
と
の
交
流
に
資
す
る

農
林
業
振
興

遊
休
農
地
解
消
事
業
と
し

て
草
刈
・
抜
根
・
耕
運
・
種

蒔
等
の
作
業
を
実
施
し
、
概

ね
６
ha
遊
休
農
地
が
解
消
さ

れ
、
３
人
の
雇
用
創
出
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。
解
消
さ
れ

た
遊
休
農
地
は
、
景
観
作
物

等
の
導
入
に
よ
り
管
理
保
全

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

『
町
政
に
町
民
パ
ワ
ー
を
！
』

町
民
参
画
、
町
民
と
の
協
働

に
よ
る
町
政
の
推
進

ふ
る
さ
と
夏
祭
り
が
、
８

月
15
日
に
、
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

小型ポンプを使っての中継訓練

現地中学生との交流

川 村 町 長

行 政 報 告

保
育
所
改
装
延
長
保
育
室
兼

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
へ

『
人
と
自
然
の
共
生
を
！
』

循
環
型
地
域
社
会
の
形
成

８
月
８
日
に
富
士
山
ク
リ

ー
ン
作
戦
を
三
ツ
峠
登
山
道

等
で
実
施
し
、
１
４
２
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

『
子
ど
も
に
元
気
を
！
』

子
育
て
支
援
方
策
の
推
進

西
桂
保
育
所
全
面
改
装
検

討
委
員
会
の
答
申
を
踏
ま
え

て
、
増
築
部
分
に
は
、
延
長

保
育
室
兼
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
等
、
新
た
な
機
能
を
備

え
、
木
質
感
の
あ
る
明
る
く

衛
生
的
、
か
つ
機
能
的
な
保

育
所
と
な
る
よ
う
す
す
め
て

い
き
ま
す
。

教
育
環
境
の
充
実

西
桂
中
学
校
屋
内
運
動
場

は
、
既
に
解
体
及
び
敷
地
の

整
地
も
終
わ
り
、
工
事
の
進

捗
率
は
、
８
月
末
で
12
・

５
％
で
す
。

子
ど
も
安
全
対
策
の
推
進

当
町
の
中
学
生
も
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
型
に
感
染

し
ま
し
た
が
、
学
校
や
家
庭

で
早
急
な
対
応
を
行
っ
た
結

果
、
生
徒
間
で
の
感
染
の
拡

大
は
見
ら
れ
ず
、
感
染
し
た

生
徒
も
順
調
に
回
復
し
ま
し

た
。
今
後
も
予
防
対
策
等
、

適
切
な
対
応
の
徹
底
を
図
り

な
が
ら
子
ど
も
の
安
全
に
万

全
を
期
し
ま
す
。

青
少
年
国
際
交
流
の
推
進

８
月
９
日
か
ら
13
日
ま
で

友
好
都
市
の
中
国
桂
林
市
霊

川
県
へ
中
学
生
を
中
心
に
訪

中
を
し
、
生
徒
が
海
外
を
自

分
の
肌
で
感
じ
な
が
ら
学
ぶ

こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
環

太
平
洋
学
生
キ
ャ
ン
プ
交
流

事
業
は
、
８
月
４
日
か
ら
３

泊
４
日
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が

行
わ
れ
、
外
国
の
文
化
に
触

れ
る
こ
と
の
で
き
る
場
と
な

り
ま
し
た
。

『
シ
ニ
ア
世
代
に
活
力
を
！
』

地
域
内
交
流
の
促
進

第
32
回
敬
老
会
は
、
流
行

の
兆
し
が
見
え
る
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
予
防
の
た

め
中
止
し
、
敬
老
の
日
の
お

祝
い
と
し
て
、
74
歳
以
上
の

方
に
商
工
会
商
業
部
会
発
行

の
商
品
券
を
送
付
し
ま
し
た
。

『
町
民
に
快
適
な
生
活
を
！
』

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

災
害
時
の
防
災
活
動
の
要

と
な
る
消
防
団
活
動
の
更
な

る
充
実
の
た
め
、
町
内
全
５

分
団
に
対
し
老
朽
化
し
た
可

搬
式
小
型
ポ
ン
プ
の
更
新
を

行
い
ま
し
た
。

『
地
域
に
活
力
を
！
』

商
工
業
者
の
経
営
基
盤
強
化

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
販

売
さ
れ
て
、
７
月
26
日
か
ら
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倉見山に登山道を整備
クマガイソウ保全も実施

復元された農地にソバを作付

問

土
地
を
整
備
し
た
地
主

さ
ん
か
ら
は
お
金
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長

農
振
の
農

用
地
区
域
を
中
心
に
荒
れ
て

い
る
土
地
を
耕
し
て
お
り
、

全
額
補
助
事
業
で
す
の
で
い

た
だ
い
て
い
ま
せ
ん
。

Ａ

Ｅ

Ｄ

問

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
買
い
上
げ
る

と
い
く
ら
に
な
り
ま
す
か
。

倉
見
山
遊
歩
道
整
備

問

倉
見
山
遊
歩
道
整
備
、

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
管
理
事
業
の

概
要
は
。

産
業
振
興
課
長

倉
見
山
遊

歩
道
整
備
事
業
は
、
ク
マ
ガ

イ
ソ
ウ
管
理
事
業
も
含
め

て
、
事
業
費
１
千
７
７
０
万

円
で
、財
源
と
し
て
、国
県
の

補
助
金
で
１
千
４
７
０
万
円
、

残
り
の
３
０
０
万
円
を
町
で

負
担
し
実
施
し
ま
す
。

意
見

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
の
で
、
費
用
対
効
果

を
、
し
っ
か
り
と
検
証
し
た

中
で
進
め
て
く
だ
さ
い
。

問

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
管
理
で
、

地
主
さ
ん
の
了
承
は
と
ら
れ

て
い
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長

概
ね
３
年

間
、無
償
で
土
地
を
借
り
て
、

地
主
さ
ん
も
加
わ
る
中
で
、

保
全
管
理
及
び
復
元
に
努
め

て
い
き
た
い
と
契
約
し
て
い

ま
す
。

消
費
者
行
政

問

消
費
者
行
政
活
性
化
基

金
事
業
の
詳
細
は
。

総
務
課
長

消
費
生
活
相
談

の
複
雑
化
で
、
市
町
村
の
消

費
生
活
相
談
窓
口
の
強
化
を

図
る
と
い
う
こ
と
で
、
平
成

24
年
末
ま
で
の
３
年
間
の
補

助
事
業
で
す
。
町
で
は
、「
な

ん
で
も
相
談
事
業
」
に
消
費

生
活
専
門
の
弁
護
士
の
招
聘

や
、講
習
会
へ
の
職
員
派
遣
、

消
費
者
行
政
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
配
布
等
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

統
計
調
査

問

全
国
消
費
者
実
態
調
査

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

総
務
課
長

家
計
の
貯
蓄
、

負
債
等
を
調
査
し
、
全
国
地

域
別
の
世
帯
消
費
所
得
資
産

に
か
か
る
水
準
等
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
調
査
で
、
国
か
ら
移
管

さ
れ
て
行
う
も
の
で
す
。
具

体
的
に
は
９
月
か
ら
11
月
ま

で
の
３
ヶ
月
間
、
25
世
帯
に

対
し
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

遊
休
農
地
解
消
事
業

問

遊
休
農
地
解
消
事
業
は

い
つ
ま
で
続
き
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長

３
年
間
の

継
続
で
す
。
後
の
管
理
に
つ

い
て
は
、
れ
ん
げ
や
ク
ロ
ー

バ
ー
等
を
ま
い
て
保
全
管
理

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

補
正
予
算

教
育
次
長

概
ね
５
年
で
計

算
し
て
約
30
万
円
で
す
。

問

将
来
的
に
は
買
い
上
げ

た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
。

教
育
次
長

警
備
会
社
と
警

備
関
係
を
一
括
契
約
し
て
借

り
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療

問

途
中
で
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
方
に
、
納
め
て
い
た

保
険
料
を
お
返
し
し
な
い
と

い
う
の
は
。

税
務
住
民
課
長

特
別
徴
収

の
方
に
関
し
て
は
、
年
金
か

ら
保
険
料
を
引
い
て
い
る
た

め
、
途
中
で
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
、
相
続
人
で
は
な
く
社

保
庁
へ
返
還
す
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
た
め
で
す
。



老
人
医
療
費
助
成
金

支
給
条
例
改
正

問

８
月
１
日
か
ら
翌
年
７

月
31
日
ま
で
の
１
年
間
に
か

か
っ
た
医
療
費
と
介
護
保
険

の
利
用
者
負
担
額
の
合
計
自

己
負
担
を
高
額
合
算
対
象
と

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

町
の
対
応
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
１
年
間
の

被
用
者
保
険
や
国
保
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
、
介
護
保

険
制
度
で
、
そ
れ
ぞ
れ
家
族

の
方
が
支
払
っ
た
額
を
合
算

し
な
け
れ
ば
該
当
に
な
る
か

ど
う
か
が
、
わ
か
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
介
護
保
険
が

勧
奨
制
度
の
中
心
と
な
っ
て
、

情
報
を
突
合
し
て
、
そ
の
勧

奨
情
報
に
基
づ
い
て
、
該
当

に
な
る
世
帯
に
対
し
て
、
準

備
が
整
い
次
第
、
お
知
ら
せ

を
し
て
い
き
ま
す
。な
お
、申

請
期
間
に
入
っ
て
い
ま
す
の

で
、
該
当
世
帯
か
ら
申
請
が

あ
れ
ば
、
手
計
算
で
該
当
す

る
場
合
に
は
給
付
し
て
い
き

ま
す
。

意
見
　
制
度
を
わ
か
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
の

で
、
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
周

知
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
条
例
改
正

問

出
産
育
児
一
時
金
が
39

万
円
な
の
は
、
平
成
23
年
３

月
末
迄
で
す
か
。

税
務
住
民
課
長

厚
労
省
が

平
成
22
年
度
末
ま
で
に
は
、

再
度
取
扱
い
を
検
討
す
る
方

針
だ
け
が
示
さ
れ
て
お
り
、

内
容
は
全
く
未
定
で
す
。

意
見

時
限
の
条
例
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ん
に
よ

く
お
知
ら
せ
し
て
く
だ
さ
い
。

−９−

平
成
21
年
９
月
定
例
会
・
連
合
審
査
会

安心して産める環境づくり（マタニティークラス）

補正予算の主な内容

全 員 賛 成
会　　　　　　計

一 　 般 　 会 　 計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
簡 易 水 道 特 別 会 計
下 水 道 特 別 会 計

2千974万3千円 22億3千903万4千円

81万2千円 4億1千928万9千円

11万0千円

273万1千円

1千142万4千円

48万0千円

6千871万0千円

2億6千542万9千円

8千504万0千円

1億8千389万8千円

補　正　額 補正後の予算総額

一般会計補正予算（第２号）
○消費者行政活性化基金事業経費の追加　　 １５０万０千円
○遊休農地耕起事業経費の追加　　　　　　 ２１０万０千円
○倉見山遊歩道整備経費の追加　　　　 １千７７０万０千円

○退職医療交付金返還金の追加　　　　　　　 ８１万０千円

○保険料還付金の追加                                  １１万０千円

○国庫支出金等返還金の追加                      １８４万９千円

○町単配水管布設工事の追加                １千１４２万４千円

○公共下水道実施設計委託費の追加             ２３２万１千円

国民健康保険特別会計補正予算 (第１号）

後期高齢者医療特別会計補正予算 (第１号）

介護保険特別会計補正予算 (第１号）

簡易水道特別会計補正予算 (第１号）

下水道特別会計補正予算 (第１号）

補正予算（歳入）の主な内容
一 　 般 　 会 　 計　　普 通 交 付 税　　３千０００万０千円 県補助金　１千４６５万６千円

減債基金繰入金　▲２千３７１万６千円
介護保険特別会計　　繰越金　　　　　　　　１８４万９千円
簡易水道特別会計　　水道工事県負担金 １千０２７万１千円

9月定例・補正予算

条
例
審
査


